
第 1 回　防災懇談会 開催

いつ起きるかわからない地震、どのような形で来るかわからない風水

害に皆さんの関心が強くなっています。モシ、身近に大きな災害が発

生した時、皆さんの備えは充分ですか。自分自身で行う初期消火　・

家族の安否確認　・　避難場所への行動　等、慌てずにできますか。

個人、自治会、市、のそれぞれの立場で話し合いました。

出席者(敬称略)　　　昭島市側(4名)

総務部防災課長　落合正司　　    主幹地域防災担当　 細谷訓之

生活コミュニティ課長　中田育夫　　生活コミュニティ係長　北村　実

市民会議側(14名)

　関口宗之、中野光弘、藤田　宏、森田久夫（六親自治会）　曽根春海、

松村　暉（中神親和自治会）　鷹取淳弘、大野英径(中神駅前親交

自治会)　　森　　橿、　金原充臣(中神始自治会)　番場　弘(朝日町

住宅自治会)　沼尻　勇(朝日町共栄自治会)　内海義之(泉自治会)

　柳澤安夫(市民会議)

朝日会館 2F　8月 18日　19：00～21：00

市） 日頃の防災その他行政に対するご協力に感謝している。現在１７

～１８年の２年間で、「昭島市地域防災計画」の見直しを行っている。

本日の皆さんのご意見も参考にしたいと思うので、よろしくお願いしたい。

会)　「昭島市地域防災計画」の見直しの観点は、

市）　１４年３月に一部見直し後、阪神淡路の教訓もあるが、その後中央

防災会議で、東京に直下型の地震が発生した場合、どのくらいの被

害があるかを想定・検討している。市ができること、皆さんに協力して

いただくこと、いわゆる、自助・共助・公助についても検討している。

会)　災害発生時、われわれ自治会・住民は何をすべきか、

市)　災害発生当初、消防･警察・市の対応は困難だと思う。地域の皆さ

んには、初期消火･家族の安否確認・避難誘導を的確に行って欲し

い。そのために、普段から自主防災に力を入れて欲しい。市としても

出きるだけ努力する。

会)　災害発生時、市の初期対応はどうなっているのか、

市)　度５以上の場合、市内２４ヶ所の小・中学校へ市の職員が、２名ず

つ参集することになっている。防災課には、６名＋約７０名が集まる。

会)　昭島市としての食料の備蓄は、

市） １８，０００人７食分の備蓄を用意している。飲料水は、３㍑／日人と

して１ヶ月分。備蓄倉庫が各学校にあり、３００食用意してある。

会)　地域の役割分担に関する市の対策は、

市） シミュレーションを含めた訓練･教育を考えている。市としても努力

するが、地域住民の皆さんのご協力をお願いしたい。

会)　昨年の台風の時、中神地区の各自治会長のところに、市から、避

難場所として、近くの学校や市民会館ではなく、遠くの松原会館とか

玉川会館への指示があったが、・・・。

市)　昨年の場合は、台風の接近で、「不安な気持ちを持っている、少

数の人」のために、畳のある松原会館等を指示をした。この件につい

ては、反省している。

・風水害　については、ある程度予測がつくが、地震災害は、予測が

できない。

・避難勧告は、市長の権限での「お願い」　避難指示は、市長の権限

での「命令」となる。

会)　避難場所の周知徹底について、

市)　災害時の広報は　、防災無線、　広報車、　ブロック長～自治会長

への連絡　等があるが、住民の皆さんも防災パンフレット等で、身近

な避難場所を確認していただきたい。

会)　防災活動と「自治会非加入者」の増加傾向について

市の防災計画は、多分、全市民を公平に救済するためのものである

と思うが、現在、自治会が抱える問題は、自治会非加入者の増加傾向

にある。　災害発生時に、住民に対する情報提供、救済活動をする自

治会としては、必然的に加入者優先にならざるを得ない。その結果、避

難現場では加入者と非加入者とのトラブルの原因になりかねない。地

元自治会としては、このようなトラブルは避けたいと思っているが、市と

しては、見直し中の「昭島市地域防災計画」に、ぜひこのような現場に

対する配慮を取り込んでいただきたい。

まとめ　：　時間の都合で途中で終わってしまったが、モシ、大きな災害

が発生した時、“　これで良いのかなあ　”というのが実感であった。

身近に災害が発生した時、隣近所がお互いに協力して災害の拡大

を防止することが大事だと思う。災害時の対応を考える中で、自治会と

市役所は、それぞれの役割を以って相互依存の関係にあることが確認

された。自治会でできること、市でなければできないこと、など　実体に

合わせた話合いを、これからも継続していきたい。

地域活動部会部長　中野　光弘

地域の情報（地域活動部会ニュース）

第５・第６ブロック合同運動会の開催

開催日時:平成１７年１０月１６日（日）

［　雨天の場合は　10月 23日（日）　］

開催場所:中神小学校　校庭

広げよう 地域の輪 みんなの和！がスローガンです。体を動かし
ながら、挨拶しあい、話をしあい、楽しい一日にしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域活動部会
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防災懇談会 避難体験講習会に協力
防犯パトロール隊（後列）



　　８月２０、２１日　熊の神社祭礼

ここのの街街のの「「明明日日」」ににごご意意見見ををおお持持ちちのの方方！！ごご一一緒緒にに、、意意見見交交換換＆＆活活動動ししまませせんんかか。。

昭島歴史探訪部会

昭島歴史探訪部会では今年度上半期におきまして、東京都指定無形

民俗文化財・中神の獅子舞を取材、更に歴史的検証ファイルを作成

いたしました。部会ホームページでご覧になれますが、今回制作フ

ァイルをまとめた総集編諸本ファイルを制作いたしました。

諸本におきましては獅子舞保存会に三冊と朝日会館一冊、中神小学

校に二冊寄贈する予定になっています。関東八州の戦国時代の歴史

が中神の獅子舞を検証することによって、日本史がより身近に感じ

られる諸本です。

昭島歴史探訪部会部長　幡垣　誠

避難体験講習会(中神小地区子ども会リーダー講習

開会式・公園に並んだテン

炊事サポーター

(参加児童のママたち)

夜の公園周辺をパトロー

ル。

熊野神社に集まった神輿と

子どもたち

防防犯犯パパトトロローールル隊隊出出動動中中！！ごご一一緒緒にに、、地地域域のの安安全全をを守守りりまませせんんかか。。　　『『  隊隊員員募募集集中中  』』

おお 問問 いい 合合 わわ せせ

申申 しし 込込 みみ はは

事事 務務 局局 へへ

参加児童は飛び入りを含

め約５０名、サポーターも５０

名以上の熱心なご協力をい

ただき無事終了しました。

中神小地区連では、少子

化・核家族化の中で子供達

に縦・横のつながりを持たせ

上の子供が下の子を面倒を

見る。 いざと言うときにお互

い助け合える環境構築のき

っかけをもっと作り、健全な

子供達育成の片棒を担ぎた

いと思っております。

中小地区連副代表 立川 政寿

バイクレスキュー隊

の防災講習会


